
RaySheet Version 8 新機能概要



はじめに

• 本資料はRaySheet Version 8（2019年9月11日リリース）
の主な新機能の概要を説明するものです。
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05 アプリケーションビルダー対応
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フォルダモード

01

ビューをフォルダで管理でき
ます
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フォルダモード

部署や業務ごとにビューを整理することが可能

• フォルダで任意のビューを自由に整理することが可能

• 部署や業務など目的ごとにビューをフォルダで管理

• フォルダ単位で共有設定が可能

• 営業部のメンバーだけが参照できるビューなどの

共有を簡単に設定可能

01
Sales Cloud

Lightning Platform



どこでもViewの強化

02

Visualforceページ内に配置
するRaySheetのカスタム機
能を強化しました
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どこでもViewの強化

同じ階層のオブジェクト間でフィルタリングが可能

• 業務上で親オブジェクトの表示が必要ない場合でも

柔軟にレイアウトを構成することが可能

02

選択した取引先責任者が属する取引先に
関連する商談だけを表示

親オブジェクト
（取引先）

RaySheet
子オブジェクト
（取引先責任者）

RaySheet
子オブジェクト

（商談）

親オブジェクトのIDを
利用してフィルタリング

Visualforceページ

Lightning Platform
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どこでもViewの強化

作業エリアの表示状態の指定が可能

• 検索パネルの表示状態や関連オブジェクトの

表示エリアのサイズ指定などが可能

• 業務でよく使用するエリアを表示状態に指定

するなどのデフォルト設定が可能

02
検索パネルの
表示／非表示

作業ウィンドウの
表示／非表示

作業ウィンドウの
サイズ

関連オブジェクトの
表示エリアのサイズ

他にも表示状態を
指定できる部分は多数ある

Lightning Platform



RaySheet設定の移行機能の改善

03

RaySheetの設定を別組織に
インポートする際に便利な
機能を追加しました
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RaySheet設定の移行機能の改善

移行時のインポートオプションを追加

03

• インポートのオプション追加

RaySheetの設定がすでに存在する環境に

インポートする場合の動作を選択可能

• クリア

• 置き換え

• スキップ

• 追加

クリア
インポート先の組織は設定ファイルの内容に
すべて置換えられる

置き換え
インポート先の組織に設定ファイルと同じ項
目が存在する場合は、設定ファイルの内容に
置き換えられる

スキップ
インポート先の組織に設定ファイルと同じ項
目が存在する場合は、設定ファイルの内容は
インポートされない

追加
インポート先の組織に設定ファイルと同じ項
目が存在する場合は、設定ファイルの項目の

名前を変更してインポートする

Sales Cloud

Lightning Platform
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RaySheet設定の移行機能の改善03

• インポート処理前の状態に戻せるロールバック

機能を追加

これまでのインポート操作の
履歴を表示

ロールバックでインポート前の
状態に戻すことが可能

Sales Cloud

Lightning Platform

インポート実行後に表示

移行処理のやり直しが可能



タブ表示動作の改善

04

Lightning Experienceと同じ
動作でRaySheet上のリンク
を開くことができるようにな
りました



Copyright © GrapeCity inc.

タブ表示動作の改善

Lightning Experienceのタブで詳細ページを表示

04

• RaySheetから新しいページを開くときの動作をLightning Experienceと同じなるように改善

Lightning Experienceのタブを開いて
詳細ページを表示

クリックして
詳細ページを表示

以前のバージョンではブラウザの
タブが開く

Sales Cloud

Lightning Platform



アプリケーションビルダー対応

05

アプリケーションビルダーに
対応しました
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アプリケーションビルダー対応

アプリケーションビルダーのVisualforceでRaySheetを配置可能

05

• どこでもViewはアプリケーションビルダーのVisualforceに対応

• アプリケーションビルダーを使用してRaySheetを自由に配置することが可能

Lightning Platform

RaySheetを配置した
Visualforceページを設定
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